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健康意識はあっても健康行動をなかなか起こせない方、
健康行動を起こしても三日坊主の方に向けた

着るだけで未病ケアを行うウェア
日用品を未病ケアに
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開発ポイント
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未病先防を目的

日常生活における

未病要因の一つ

仙骨部への圧迫負担に着目

生活行動を変容することなく

仙骨部の圧迫負担を軽減

する簡便な製品

未病ケア着衣の開発
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仙骨

仙腸関節仙腸関節

脳脊髄液を循環させるポンプ的役割
中枢神経・自立神経の支え

末梢神経
（自立神経）

中枢神経
（脳・脊髄）

人間の骨格の要であり、
体の土台、他の骨格への影響

子宮、卵巣、膀胱、腸を靭帯や
血管で支えている

「仙骨正さずして健康なし」
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子宮・卵巣・膀胱・腸につながる血管内の血流障害

骨盤・脊椎・後頭骨など他の骨格も歪みを生じる＆
中枢神経・自立神経のバランスが崩れる

仙骨に負担がかかり歪みが生じると、



自立神経・ホルモンバランスの乱れ
自己治癒力の低下

約2,400万人
日本生活習慣病予防協会調べ2022
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体調変化、不調（未病）の代表例



de

デスクワーク 家でのくつろぎ乗り物

掃除

座位・臥位・腰をかがめる・荷物の上げ下ろし・妊婦
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片付け 妊婦

日常生活が仙骨に
圧迫ストレスを与えている



日本人は座位生活が20ケ国で一番長い
7

日本人の座位生活の実態

出典：早稲田大学スポーツ科学学術院
「座りすぎは命を縮める」岡 浩一郎
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日常生活の2/3近くは、座位・臥位で生活



仰臥位では体圧の約半分が仙骨部にかかり負担となる
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出典：仰臥時と側臥時の体圧分布に関する研究
奈良女子大学 久保博子 鈴村侑香里
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行動変容をおこす事なく、未病課題を解決するため、
仙骨負担を軽減する、圧力（体圧）分散/軽減機能を持つ
着衣を、

産学共同研究＆国の支援事業を活用し開発

特許取得



座位・臥位での仙骨への負担・圧迫を軽減させるため

国立大学法人千葉大学

2019年 共同研究
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圧力（体圧）分散を行うための不織布成形した弾性布開発
仙骨の圧力を低減分散させるため着衣への効果的な付加方法

圧力（体圧）分散・軽減データ
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N e m a C u r e

（仰臥位）
一般の着衣
（仰臥位）

N e m a C u r e

（側臥位）
一般の着衣
（側臥位）

千葉大学との共同研究
圧力（体圧）分散/軽減着衣の開発

千葉大学医学部附属病院看護部

千葉大学大学院看護学研究科生体看護学専門領域

千葉大学大学院看護学研究科倫理審査委員会承認

(29-132)

（解析）IBM SPSS Statistics Ver.24

減圧・除圧（体圧分散）効果データ取得

（検体基本属性）

性別（男）23名

（女）77名

（環境条件）
年齢 24.1±5.1

BMI 21.6±6.6

温度 27.9±0.3

湿度 51.0±6.6

（体圧測定器）

ハイレゾソリューションセンサ HUGEMAT-HR800

(使用ベッド・マット）

ベッドマット 入院病床ベッドマット

パラマウント エバーフィット

11.3㎜Hg低減

一般の着衣 N e m a C u r e

15.5㎜Hg低減

42.7㎜Hg
31.4㎜Hg

155.5㎜Hg

140㎜Hg

体圧値

千葉大学共同研究によるデータ
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N e m a C u r e

（座位）
一般の着衣
（座位）
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座位・臥位時に生ずるせん断応力
（ずれの力）の軽減データ取得

角度違いの座位時のせん断応力について
研究

基本属性・環境条件・使用測定機材などは
体圧分散試験と同じ

体圧分散着衣（NemaCure）着用により、せん
断力の低減も測られた。
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せん断応力

一般のパジャマ NemaCure

千葉大学共同研究によるデータ

出典：体圧分散ケアとしてのポジショニングエキスパートナーズ2008.24:30-33
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未病ケアに加え、介護用途にも使用可能な製品にするため
厚生労働省 専門家モニタリング支援事業での実証試験/効果検証
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厚生労働省 専門家によるモニタリング支援事業

公益財団法人テクノエイド協会 福祉用具・介護ロボット実用化支

援

医療法人社団 苑田会 そのだ訪問看護ステーション

医療法人 和同会 広島パークヒル病院

社会福祉法人なごや福祉施設協会 特別養護老人ホームなごやか

ハウス滝ノ水

スミリンケアライフ株式会社 ドマーニ神戸

実証試験
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3月 4月 5月 6月

体圧分散パジャマ未着用 75.2mmhg 63.1 70 77.2 54.5 62.2 60 65.5 70.2 58.2 53.3 42.6

体圧分散パジャマ着用 49.6 50.1 56.6 57.3 49 50.8 57.6 36.6 42.6 44.4 38.8 29.4

除圧値 -25.6 -13 -13.4 -19.9 -5.5 -11.4 -2.4 -28.9 -27.6 -13.8 -14.5 -13.2

褥瘡のケアと仙骨部にかかる圧の経過

エアマトレス(高性能型圧切り替えマトレス)を継続使用し、仙骨部位の除圧ポジショニングを徹底、食事は経口からはぼ全量接摂取、
感染コントロールのため尿管カテーテル 留置し、入浴は、週二回。入浴時に圧測定、「創の部位」ネマキュアを「着る前」と「着た
状態」での仰臥位の測定値とする。傷のケアは、毎日向きを左右変えて、全周にわたり洗 い残しが出ないように十分な量、500ml以
上の洗浄を行う。

初回3/19

全面が壊死組織で覆わ

れ感染している状態

DUe1S8I3G6N6=24

外科的処置が必要

4/16 外科的デブリー トメ

ントが済み、感染コントロ

ールしている時期

D4e3S8I1G4N3=19

5/8

感染コントロールされ

た状態

DUe36I0ｇ1=10

NPWT開始となる

6/20

治癒経過順調

D3e1S6I0ｇ1=8

NPWT5/21で終了

ハイドロサイトへ

治験者 性別 女性

年齢 82歳

BMI 17.31

計測器
携帯型接触圧力測定器
パームQ CR-490

実証試験 圧力要因が大きい病症＝褥瘡での効果検証

・体圧の数値自体は体圧簡易計測器によるものであるので正
確性に乏しい面はあるものの、体圧分散パジャマの着用によ
り、除圧効果がより高くなっている事を確認。

・NPWT使用時においても体圧分散パジャマを着用すること
で一層の減圧が認められた。

・エアマットレス、NPWT、体圧分散パジャマの併用により、
除圧がしっかりなされ治癒経過が順調に推移したと推察され
る。 16



開発した技術はパジャマ・下着・スラックスに導入
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ご清聴ありがとうございました。

株式会社フィッツインターナショナル
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